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○笠岡市交流事業推進助成金交付要綱

令和７年３月３１日

訓令第３号

（趣旨）

第１条 ゆとりと生きがいのある，活力に満ちたまちづくりを推進するため，市民が主体

的に参加する交流事業に対して，助成金を交付するものとし，交付に関しては，笠岡市

補助金等交付規則（昭和６０年笠岡市規則第８号）に定めるもののほか，この要綱の定

めるところによる。

（助成金の対象及び額）

第２条 助成金の交付対象及び助成金の額は，別表に掲げるとおりとする。

（助成の申請）

第３条 助成を受けようとする者は，市長が定める日までに申請書を提出しなければなら

ない。

（その他）

第４条 この要綱に定めるもののほか，必要な事項は，市長が別に定める。

附 則

この要綱は，公布の日から施行し，平成３年４月１日から適用する。

附 則（平成９年３月３１日訓令第５号）

この要綱は，平成９年６月１日から施行する。

附 則（平成１５年２月６日訓令第１号）

この要綱は，公布の日から施行する。

附 則（平成１７年２月１８日訓令第２号）

この要綱は，平成１７年３月３１日から施行する。

附 則（平成２１年５月１９日訓令第９号）

この要綱は，公布の日から施行し，改正後の笠岡市交流事業推進助成金交付要綱の規定

は，平成２１年４月１日から適用する。

附 則（平成２７年３月２５日訓令第４号）

この要綱は，平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２８年１２月１４日訓令第１３号）

この要綱は，公布の日から施行し，平成２８年４月１日から適用する。

附 則（令和７年３月３１日訓令第３号）

（施行期日）

１ この要綱は，令和７年４月１日から施行する。
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（失効）

２ この要綱は，令和１０年３月３１日限り，その効力を失う。

別表（第２条関係）

友好都市（大田市）との交流事業

交付対象 原則として５人以上の市民団体が，笠岡市又は大田市内で継続して行う

交流事業

交付対象事業 スポーツ交流 各種スポーツ大会への参加又は招致

野外活動交流 登山，ハイキング，自然探求会，海水浴，キャンプ，史

跡訪問（案内）等

体験交流 農林漁業の体験交流

特産品交流 地域の特産品の展示，情報交換

文化交流 演劇，演奏会，絵画展，書展等の合同開催

学習会交流 講演会，研修会等の合同開催

その他 その他市長が特に必要と認める交流

いずれの交流事業も原則として，大田市民５人以上の参加が見込めるも

のとすること。ただし，次に掲げる場合は，助成対象とはならない。

（１） 交流事業に対して笠岡市又は大田市から助成がある場合

（２） 笠岡市又は大田市主催の事業

（３） 営利を目的とする事業

（４） 公用，社用等の任務として行う事業

交付対象経費 交流事業を行うために必要な経費。ただし，飲食費並びに笠岡市又は大

田市以外での宿泊及び宿泊に伴う諸経費並びに備品の購入に係る経費を

除く。

交付額 交付対象経費の２分の１以内で５０，０００円を限度とする。ただし，

その額に１，０００円未満の端数が生じた場合は，これを切り捨てるも

のとする。

交付限度 同一団体に対する交付は，原則として同一年度内において１回限りと

し，この要綱による交流事業を開始した年度から３年以内とする。ただ

し，市長が認めた場合はこの限りでない。


